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▲藤木秀朗教授致詞

第三屆 臺灣大學 ‧ 名古屋大學研究生論文發表會

「東亞關係學的節點」

臺灣大學 ‧ 名古屋大學第 3 屆研究生

論文發表會「東亞關係學的節點」於 2016

年5月14日舉辦，發表主題廣涉文學、地理、

歷史、法律等。開幕儀式中，名古屋大學藤

第三回
台湾大学・名古屋大学大学院生共同発表会

2016年5月14日、台湾大学・名古屋大学第

3回大学院生共同発表会「東アジア関係学の

結節点」が台湾大学文学院において開かれた。

発表のテーマは文学から地理、歴史やメディ

ア学、人類学、環境学、法律など多岐に渡った。

初めに開幕式が行われ、名古屋大学の藤木秀

朗教授からは今回のテーマである「東アジア

関係学の結節点」にかけた２つの思いを、台

湾大学の林立萍教授からは今回の交流会を

通じて知識の幅を

広げ、研究の刺激

にしてほしいと若

手研究者にメッセ

ージを送った。

総合討論にはコ

メンテーターや研

究者からの質疑応
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▲學生提問

第三屆 臺灣大學 ‧ 名古屋大學研究生論文發表會

「東亞關係學的節點」
第三回
台湾大学・名古屋大学大学院生共同発表会

2016.05.14

木秀朗教授說明本次主

題「東亞關係學的節點」

代表的兩個意義，臺灣

大學的林立萍教授則表

示希望透過本次發表會，

研究生們能擴大知識領

域，並對自身的研究帶

來正向的刺激。

綜合討論時，發表者一一回應評論人的

提問與建議，並回答台下聽眾的發問，場面

非常熱絡。閉幕典禮時，首先由名古屋大學

阿部泰郎教授致詞，他希望今後名古屋大學

能和臺灣大學以及其他大學有更進一步的橫

向交流。最後，臺灣大學的辻本雅史教授表

示日本研究現在已經交棒給年輕世代了，並

鼓勵年輕學者進行日本研究時必須擴大自己

的視野。會議在兩位教授的致詞與會者熱烈

的掌聲下迎來閉幕。詳細議程如下：

答で、白熱した討論が行われた。閉幕式では

名古屋大学の阿部泰郎教授が今後とも名古

屋大学と台湾大学の連携を深め、また他の大

学とも連携して横のつながりを深めていき

たい、と述べた。次に台湾大学の辻本雅史教

授からは、日本研究は既に若い世代に移って

いる、より広い分野での日本研究を期待した

いと若手研究者にエールを送り、幕を閉じた。

プログラムの詳細は以下の通り。
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第三屆 臺灣大學 ‧ 名古屋大學研究生論文發表會

「東亞關係學的節點」
第三回
台湾大学・名古屋大学大学院生共同発表会

第三屆 臺灣大學 ‧ 名古屋大學研究生論文發表會 議程

Sessions❶

發表者：梶川瑛里（名古屋大學文學研究所碩士班） 

講　題／テーマ： 

『桃太郎海の新兵』におけるユートピア的共同体の視聴覚性

發表者：出嶋千尋（名古屋大學文學研究所碩士班） 

講　題／テーマ： 

Twitter にみるオンライン・オフラインの新たな繋がり方―「ワンドロ」を事例に

發表者：李姿瑩（臺灣大學法律學系博士班） 

講　題／テーマ： 

日本私部門網路無障礙法制研析

Sessions❷

發表者：奥村華子（名古屋大學文學研究所碩士班） 

講　題／テーマ： 

『戦旗』における連帯―台湾からの声を通して

發表者：陳泰西（臺灣大學中國文學系碩士班） 

講　題／テーマ： 

幕末陽明學者春日潛庵的「慎獨」思想
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第三屆 臺灣大學 ‧ 名古屋大學研究生論文發表會

「東亞關係學的節點」
第三回
台湾大学・名古屋大学大学院生共同発表会

2016.05.14

Sessions❸

發表者：何轡家（臺灣大學中國文學系碩士班） 

講　題／テーマ： 

契冲『正字類音集覧』の字音について

發表者：王侃良（名古屋大學文學研究所博士班） 

講　題／テーマ： 

「徂徠点」小考―『六諭衍義』の日本加点本を中心に

發表者：楊柳（名古屋大學文學研究所博士班） 

講　題／テーマ： 

江戸時代末期の唐船風船書―アヘン戦争と太平天国の乱に関する情報を中心に

Sessions❹

發表者：阿部一貴（名古屋大學文學研究所碩士班） 

講　題／テーマ： 

現代東アジア社会の「人と動物」を描く「つながり」と「ネットワーク」を求めて

發表者：吳蕙君（臺灣大學地理環境資源學研究所碩士班） 

講　題／テーマ： 

光環境與夜間地景的塑成──以風神廟的燈光改造為例

發表者：劉秉玟（臺灣大學人類學系碩士班） 

講　題／テーマ： 

民從民族誌資料論臺灣出土甕棺墓葬儀式的特質與東亞的關係


